
0
ふ
と
乎
に
し
た
河
ヒ
心
村
岫
報
 
1
2
2
リ
J

を
通
読
し
て
み
て
、
結
構
統
ま
せ
る
し
、
仙
内

い
知
謎
だ
と
思
っ
た
先
ず
特
架
、
今
や
大
学

以
上
に
粁
態
の
小
学
校
を
取
り
上
げ
て
い
る

が
ご
座
雙
厶
の
内
容
も
多
岐
に
わ
た
り
、
興
味

深
か
っ
た
。
巾
で
も
毎
Π
新
剛
・
奥
野
1
乢
者
の

発
言
は
、
司
志
礼
の
先
生
方
力
ら
は
剛
け
な
い

第
三
者
的
愆
兇
と
い
っ
た
糊
き
が
あ
っ
て
、
一
小

唆
に
富
む
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
蝶
」
頭
の
イ
ン

タ
ビ
ユ
ー
は
、
学
ぶ
こ
と
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、

生
き
る
こ
と
の
意
味
合
い
が
港
み
出
て
い
て
、

小
ノ
々
オ
ー
バ
ー
に
;
え
ぱ
,
人
生
の
応
援
歌
"

に
な
っ
て
い
る
ま
た
、
「
同
志
社
人
物
砧
」

は
棚
・
=
倫
の
司
志
社
と
の
関
わ
り
力
Π
<
体
的
に

紹
介
さ
れ
て
い
て
血
Π
く
、
大
い
に
参
考
に
な

つ
た
。
以
士
が
前
Π
リ
の
「
私
の
べ
ス
ト
3
」

肉
画
自
贊
の
内
容
に
帥
ら
な
い
こ
と
と
、
一
層

の
充
実
を
期
待
し
た
い
。

.
牙
仟
坏
.
介
^
エ
ノ
^

読
者
の
お
便
り
か
ら

団
の
メ
ン
バ
ー
に
高
女
か
ら
2
名
穫
れ
て
ハ

レ
ル
ヤ
コ
ー
ラ
ス
を
演
じ
た
こ
と
、
そ
の
時
の

男
声
の
バ
ス
の
低
音
が
お
蝮
に
ビ
リ
ビ
リ
紳
い

た
こ
と
等
、
そ
れ
は
そ
れ
は
嬉
し
そ
う
に
思
い

出
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も
咋
秋
東
京
で

の
同
志
社
混
声
合
唱
を
聞
き
に
行
っ
て
そ
の

歴
史
の
長
い
こ
と
、
そ
し
て
<
亙
が
メ
ン
ノ

に
入
っ
て
い
た
こ
と
を
初
め
て
知
り
、
母
娘
同

士
^
社
に
学
、
^
得
た
b
^
福
ナ
王
^
"
^
^
一
謁
し
て
い

ま
す
。
今
城
牧
師
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
で
の
目
々

の
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
、
山
折
先
生
の
「
日
本
宗
教

か
ら
一
神
教
へ
の
提
Π
、
北
垣
先
生
の
「
オ

ー
テ
ス
・
ケ
ー
リ
先
生
を
偲
ぶ
」
な
ど
、
充
実

し
た
内
'
谷
が
無
料
、
申
し
訳
な
い
よ
う
に
思
い

(
千
葉
県
・
高
木
世
津
)

ま
し
た
。

0
志
村
羽
圦
劇
氏
の
「
棚
,
尓
げ
」
を
丹
紗
し

、

昭
和
4
年
向
女
を
女
楽
し
た
私
の
母
(
部
歳
)

か
柳
脈
了
先
生
に
教
え
を
受
け
、
需
を
思
い
出

し
、
斥
の
た
め
に
1
2
2
月
を
取
り
・
待
せ
ま
し

た
早
迷
、
雄
よ
り
越
話
が
人
り
、
混
山
A
唱

は
秀
逸

0
一
同
志
社
人
の
苦
言
丁
言
。
特
集
目
心
社

小
学
校
に
期
待
す
る
」
す
べ
て
、
同
志
礼
門

学
校
に
こ
そ
,
新
自
精
神
"
を
培
う
園
が
あ

る
!
」
。
こ
こ
が
関
関
立
の
小
学
校
公
立
小

〕
極
と
違
う
点
で
あ
る
、
と
の
発
一
言
・
力
説
が

皆
無
。
蚤
傑
な
の
は
、
同
志
社
小
学
校
が

口
ざ
す
人
材
と
は
何
か
?
が
は
っ
き
り
し
て

い
な
い
点
で
あ
る
新
島
先
生
は
こ
国
の
良

心
と
も
い
う
べ
き
人
々
」
の
養
成
が
わ
が
教
育

の
骨
子
と
明
.
Π
さ
れ
て
い
る
。
[
特
集
」
柳
以

外
は
実
に
ょ
ろ
し
い
「
オ
ー
テ
ス
・
ケ
ー
リ

先
生
を
偲
ぶ
」
「
同
志
社
人
物
誌
・
柳
宗
悦
」

0
こ
の
た
ぴ
初
め
て
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
私
は
現
在
、
都
内
広
告
代
理
店
に
勤
務
し

て
お
り
、
大
学
を
は
じ
め
教
育
関
連
広
告
を
扱

つ
て
い
ま
す
。
出
張
時
に
「
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ

ザ
京
都
」
を
訪
れ
、
各
大
学
の
資
料
と
と
も
に

入
下
し
ま
し
た
が
、
地
暴
人
の
取
り
組
み
に
大

変
興
味
を
持
ち
、
継
続
し
て
拝
読
し
た
く
こ
の

葉
当
(
申
し
込
み
)
を
お
送
り
し
た
次
第
で
す

璽
示
都
・
手
嶋
由
衣
)

而

(
京
都
府
・
剛
須
頼
邪
)

0
前
丹
は
記
事
が
多
岐
に
わ
た
り
、
大
変
興
味

深
か
っ
た
。
特
に
「
同
志
社
人
物
芦
栩
,
示
悦

に
関
し
て
は
、
単
な
る
民
芸
家
と
し
て
の
紹
介

で
な
く
、
同
志
社
に
お
け
る
人
問
関
係
力
却
解

で
き
て
良
か
っ
た
J
丙
の
研
究
者
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
対
象
を
広
く
学
外
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
卒
業
生
に
光
を
当
て
て
い
く
こ
と

で
、
『
時
報
一
の
楽
し
み
が
増
す
も
の
と
思
え
る

竺
己
と
し
て
は
、
巻
頭
の
同
志
社
小
学
校
の
写

真
で
、
図
圭
思
生
で
子
ど
も
が
上
履
き
を
履
い
た

ま
ま
椅
子
に
足
を
調
い
て
い
る
風
景
。
初
歩
的

な
教
育
を
大
切
に
。
(
一
俳
府
・
下
村
正
臣
)

(
編
集
係
か
ら
)
写
真
は
階
段
状
の
床
で
、
友

だ
ち
と
楽
し
く
読
沓
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
た

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
こ
指
摘
の
椅
子
な
ど
は
設
識

さ
れ
て
い
ま
せ
ん



戦前、戦中の知られざる同志社の消息を未公開資料で明らかにい

たします。戦場へ向かう学生たちが残した詩や手紙、寄せ書きなど、

戦争の生々しさを伝える遺品もで遺族の協力を得て展示いたしま

す。同志社が経験した戦争とは何かを考えていただく機会となれは

幸いです。

第31回Neesima Room企画展

同志社と戦争 1930~1945

圖回團岡

<期問> 2007年4月2日(月)~8月31日(金)

<時問>] 000~1700 (士・日曜日は]600まで)
ただし、 8月は10 00~16 00。

<会場> Neesima Room

(同志社大学今出川キャンパス・ハリス理化学館部皆)

<閉室日>祝祭日、 5月1日~5月2日、 8月] 3日~] 7日、 8月の土・日曜日

<入場料>無料(事前申し込み不要)

<お問い合わせ先>同志社社史資料センター Tel.075・251・3042

E・maiui・shasi@meil.doshisha.ac.jp

『同志社時報』ご購読について
より多くの方々に統んでいただくために、 118野(2004イド10j、1発行)から川耕涜料が無料に

なりました送料のみのこ負扣で定1卯拡焼いただけます

.定期送付のお申し込みについて
新規・繊紕の定IU1送付のお111し込みを受け付けています。を末はがき、確話、 FAXまたは

e、m臼i1で人学広報課までこ辿絹ください。

10打、 4月の年2回発行。送料 U 朏につきUj下200門)のみこ負扣くださいこ迎絡をいただ

き次第、叫1込み川紅U を送付いたします

.バックナンバーのお申し込みについて

広鞁課まで必要絖質分促筋託料十送料)のυj乎を添えてお111し込みください。

<1川航料>①υヲ~51 牙 100"②52「:~78「} 150lg ③79丹~ 11フトト 200円④118片~無料

くイi'1,1iu」れ 29り、 521}、 541}、 91}」、 95}}、 H91J

k;・

、'゛1、

4

&

く送料 111Ⅲ二つき200村

.ご意見・ご感想をお聞かせください

こ慈.兄・こ感想は、,砧iⅧに掲.咸させていただく場

介があります掲祓させていただいた場介、.ι念

品(御i'削)をお送りします 6オ、のはかき、お丁

紙、 eメール衿でお玲'せください

同志社大学広報課同志社時報係

〒602-8580 京都市上京侶今出川通鳥丸宋人

屯;,舌 075 (251) 3120 FAX 075 (25 D 3080

e・mail.」1・koh0⑧ma11.doshisha.ac.jp
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国民精神総動員講演会場
(同志社・栄光館/19371023)
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